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■ 利用例１ 粘性土地盤は、地中内部の有効応力の増加により脱水が生じるとき圧密による地盤沈下が起きます。

「e-logP法」や「泥炭式」により、１次元の圧密沈下の計算ができます。余盛り量の検討や、沈下期間

の検討に利用できます。

圧密・斜面安定・液状化
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<増加応力計算モデルの例> <圧密沈下曲線>

■ 概要 土は複雑な性質を有する材料なので、場合により様々な問題を引き起こしてきました。圧密による地

盤沈下、斜面のすべり安定、液状化現象などは代表的な地盤の問題です。これらの問題を検討する簡便

な手法が考案され、利用することができます。

緩速施工、真空圧密促進工法、プレロード工法などの対策工の検討もできます。

■ 利用例２ 十分なせん断強度を保てない斜面はすべって崩壊することがあります。極限平衡法によるすべり安定

計算は、斜面や盛土のり面の安全性の評価に利用されます。常時計算のほか、地震時（kh法）、液状化

時（Δu法）のような特殊なケースの計算も利用できます。

<円弧すべり計算の例> <すべり変位量の応答例>

高盛土（道路）のレベル２地震時の耐震性能照査で求められるニューマーク法により、すべり量を定

量的な評価も利用できます。

浸透流解析による地下水位面の変化を反映したり、圧密沈下による土のせん断強度の増加を反映した

りと他の検討と組み合わせたすべり安定計算も利用できます。
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■ 利用例３ 飽和したゆるい砂質土地盤は、地震時に繰り返しせん断応力が作用することにより過剰間隙水圧が上

昇して液状化する危険性があります。柱状図と土質試験の結果から、FL法や限界N値法などの簡易法に

より液状化の危険性を判定します。

<FL法による液状化の判定例>

液状化の判定の結果は、各種の構造物の設計や安全性の検討に利用します。

<限界N値法による液状化の判定例>
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